
石城ロマンの里応援隊

令和５年４月

西予市宇和町石城地区

地 域 づ く り 計 画 書



Ⅰ． 基本方針・推進事業

Ⅱ． 計画期間
■ 五カ年計画

■ 令和５年４月～令和１０年３月
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Ⅲ． 実施内容
１， 活気

①地域自治活動支援

◆各地区独自の活動を支援する。

②産業・建設関連事業

◆地区のランドマーク的な建築物や産業を守り、支え、

　築く。

２， 安心

①防災関連事業

◆大災害に備え、避難時に必要な備品等を各地区の避

　難所や石城全体の避難所（地域づくり活動センター、体育館）に備え

　自主防災会との連動による防災訓練や防災知識の普

　及を支援する。

◆通勤、通学等の交通危険箇所の改善を行い、住民に

　安心してもらえるまちづくりに努める。

３， 郷土愛

①地域振興関連事業

◆IWAKIかけはしプロジェクト

　地域内でのかけはし、地区内外とのかけはしを作り、

　交流・発展を図る。また、地区内で世代間交流の場

　を作り、技術・想いを継承する場づくりを行う。

◆地区の集会所がみんなの憩いの場所となり、まちづ

　くりのアイデアの製造所となるよう環境整備を支援

　する。

◆わらぐろ、笠置峠古墳、コウノトリを代表格とした

　名所をアピールする。



◆レンゲの種を播種して、花いっぱい運動を展開し、

　れんげ祭り等で観光客の増大を図る。

②教育関連事業

◆藁ぐろ作りによる後継者育成や地元の史跡跡を訪れ、

　古代の歴史を学習する。

◆小学生との稲作体験実施により世代間交流を図る。

Ⅳ． 地域の課題（解決すべき問題は？）
◆独居老人の衣食住

◆交通不便による買い物弱者

◆田畑の耕作放棄地

◆森林の荒廃及び防災等

◆若者を中心に世代間の交流を深めたい

◆里道、農地、灌漑施設の維持管理

◆防災連絡網の充実

◆防火用水の管理、用水管理

◆集会所、神社等公共施設の維持管理

◆コロナ禍で減ってしまった地域内の交流の復活

◆女性が活動に参加しづらい状況

◆農作物の廃棄ロス

◆地域の情報発信不足

Ⅴ． 地域の資源（隠れた魅力を発掘）
①自然景観

◆小原：定広池水路（蛍）、寺山（眺望）、寺庭

◆岩木：勝光寺、安養寺境内からの石城盆地

　　　　観音堂（河内）、船岡山（万寿山・下谷）

　　　　花御前（下谷）、烏頭八神社（下谷）、笠置古墳

◆郷内：松葉尾池下水路（蛍）、今西川（蛍）

◆西山田：永田川（蛍）、石城小・センター屋上から

　　　　　の360°パノラマ風景

◆山田：極山薬師跡、大池のあべまきの木、大杉様、小森古墳



②伝統行事

◆小原：五ッ鹿、御伊勢踊り、輪抜け、亥の子、

　　　　新嘗祭、秋祭り

◆岩木：三瓶神社大祭、笠薬師花祭り、作祈祷（勝

　　　　光寺）、稲祈祷（安養寺）、風祈祷（三瓶

　　　　神社）、輪抜け、岩木産業文化祭

◆郷内：七福神、亥の子、秋祭り（牛鬼）、輪抜け、

　　　　夏祭り、作祈祷（繁栄寺）

◆西山田：三瓶神社祈年祭（３月）、輪抜け（７月）

　　　　秋祭り（10月）、新嘗祭（11月）

　　　　熊野神社おもうし、狭間御般若、亥の子、

　　　　観音堂例祭（小鹿）、五ッ鹿、薬師花祭り

◆山田：念仏講、祇園祭り、三島神社環抜け、秋祭り

　　　　亥の子

③歴史・文化

◆小原：稚児、牛鬼

◆岩木：胤算用、念仏講、笠置古墳と街道、庄屋屋敷

◆郷内：旧三瓶隧道、繁栄寺

◆西山田：雨乞い、山田薬師、庄屋屋敷（土居家）、

　　　　西山田公会堂、薬師参道沿旧家

◆山田：伊予銀行支店、小森古墳、谷山の塚穴、土陽

　　　　神社、長尾神社、阿弥陀様祠

・・・日頃から何気ない日常にあるものが、実は、

　　　ものすごく貴重だったりする！

　　　常に好奇心をもって、本物を見抜く目を育み

　　　石城にある貴重な物を発見し、埋もれる前に

　　　石城の観光資源にできないものか・・・・。



Ⅵ． 石城地域づくり　組織図

石城地域づくり実行

住民の意見・アイデア

委員長 １名

副委員長 １名

委員 ２５名

事務局 ２名

監事 ２名

石城ロマンの里応援隊

連

区⻑会 石城保育園 公⺠館運営審議会
石城老人クラブ 石城保育園保護者会 市議会議員
婦人会 中学校代表支部 宇和町土地改良区
宇和町財産区 スポーツクラブ ⺠⽣児童委員
石城壮年会 農業委員 交通安全協会
⺟⼦会 石城地域づくり活動センター
⻘少年補導委員 消防団 小森会館
石城小学校 山田郵便局 石城小学校ＰＴＡ
更⽣保護女性会

オブザーバー ６名

地域担当職員

会計 １名

石城地区振興協議会



R5 R6 R7 R8 R9 R10 短期 中期 長期

石城ロマンの里組織運営事業 石城ロマンの里組織の円滑な運営が

図られる。

各自治会等の円滑な運営と機能強化を 自治会等の円滑な運営と機能強化が

支援するため運営補助として支給する。 図られる。

災害時における避難所として地区集会所の

災害時の際に避難所となる各地区集会所に 有効活用が可能となる。

防災用設備を購入する。

防災意識を高め、災害時での

石城地区全体で防災訓練を実施する。 敏速で的確な行動ができる。

世代間が交流できる機会を得るためど

んど焼き等のイベントを継続して行う。

れんげ祭り会場付近一帯にレンゲの種を

播種し、花いっぱい運動を展開する。
「石城のれんげ米」をPRする。
石城駅構内に藁ぐろを設置し、イルミネ
ーションを点灯する。

住民がジオパークや史跡の知識を深め、

市内各所にある西予ジオパークや地元の 学ぶことが出来る。

笠置古墳・小森古墳他、遺跡等を訪れ学習する。

小学生との稲作体験 地域間、世代間の交流を図ることができる。

藁ぐろ作りによる後継者育成

地域住民が集まることにより地域が一体とな
れる。
各地区毎に集会所に人が集まれるようになる
石城地区を訪れる観光客が増大する。

観光スポットとしての知名度が増し「れんげ
まつり」の集客が増大する。

石城ロマンの里組織の運営事業を実施す
る。

○

○○

○地域振興関連事業

教育関連事業

事業名

地域自治活動支援事業

防災関係事業

石城ロマンの里応援隊事業実施計画書

○ ○

優先順位活動内容 事業実施により期待される効果 実施期間

○

○

○○


